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日本共産党 三鷹市議会議員 

部内資料  ２０１１年 ３月 １７日  

もり   とおる 

上連雀・井口・深大寺・野崎・大沢地域日本共産党後援会ニュース 

東日本大震災 
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます 
 

救援募金のご協力を多くの方からいただき、ほんとうにあり

がとうございます。 
連日、森 徹市議は、三鷹駅、武蔵境駅にて救援募金に立ち、

日本共産党中央委員会を通じて現地に届けます。 
 

 
「テレビで現地の惨状をみて、いて

もたってもいられない気持ちです」

「燃料、食料が足りない現状を知っ

て、少しでもその足しになれば」「共

産党支持ではないが、清潔な党だか

ら安心して、信頼して募金できる」

といって救援募金に応じてください

ました。 
日本共産党武蔵野三鷹地区委員会

は、ご協力いただいた救援金（１７

０万円余・３月１７日現在）を中央

委員会を通じて現地に届けます。 
 

日本共産党では救援募金を受けつけています。 
【郵便振替口座】００１７０－７－９８４２２．

地震救援募金と明記してください。 
 

 

救援募金を訴える森議員 

 



 
 

  
  
 

地震で、第三小学校体育館のモルタル落下 
 

森市議は現場を視察しました。 

共産党市議団が市に要求し、応急対策を講じさせました。 

 

共産党市議団は、震災の翌日の１２日午前、三鷹市に「地震に関する市民の相談窓口を

設置すること」、「ガス再開の際の留意点をお年よりの方に丁寧に周知すること」などの緊急

の申し入れをおこないました。 

先生からは、「恐怖心を抱いた児童が

いるため、体育館に入れない児童もい

る、心のケア・カウンセリングが必要」

との話しがでています。 
第三小学校は校舎の建て替えがおこ

なわれる予定です。体育館は耐震診断

では構造上問題がないとされていまし

た。  
今回の落下事故を受け、改めて全小

学校の校舎と体育館の耐震診断・調査

が緊急に必要と思われます。 
共産党市議団は、１５日の予算委員

会で取り上げ、緊急の改善策を要求し

ました。 
市は、モルタルの壁の応急策を講じ、

児童のケア・カウンセリングの処置も

おこなうと答弁しました。 
森 徹市議は、抜本的な解決に全力を

あげていきます。 
 

 

東日本大震災が起きた １１日午

後２時４６分、第三小学校の体育館で

は５年生の３クラスの児童が「６年生

を送る会」の演奏の練習がおこなわれ

ていました。 
天井の水銀灯が激しく揺れるなか、

校庭に面した出口から児童が避難を

始めましたが、突然出口の真上のモル

タルの壁がはがれ落下しました。 
森市議は、早速 第三小学校の体育

館の落下現場を見てまわりました。 
大きな破片は３０センチ位でかな

りの重さ、もし生徒の頭にあたったら

と思うとゾッとするものでした。 
８人の生徒の背中・腕などに落ちて

きた破片が当りましたが、幸い軽傷で

すみました。 
 

落下してき

たモルタル

（ 約 ３ ０

Cm 角）  

地震で崩れた、体育館

の壁 下から見たと

ころです。 


